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研究成果概要 

・Ge検出器の高感度化 

低バックグラウンド化を目的としたデータ収集システムの総入れ替えへ向けて、新たな

システムの導入試験を行った。 

波高のみを記録する現在のデータ収集システムから、 FADC を用いて全波形データを

収集するシステムに変更し、波形情報を用いて高効率でのバックグラウンド除去を行う。

同時に高圧電源、メインアンプについてもノイズの少ないものへと変更し、大幅な低バ

ックグラウンド化を目指している。 

昨年度までに準備を行っていた機器を合わせて、常時測定が行われているＧｅ検出器の

運用の合間をぬって新たなシステムの導入試験を行った。 

60Co などの放射線源を用いた校正データと、測定サンプルを入れないバックグラウン

ドデータを収集し、用意されていた解析ツールを用いて分解能の確認等行い、システム

が問題なく稼働することが確認できた。 

また収集したデータから環境ノイズの状況についても詳細を確認、今後のバックグラウ

ンド低減に向けて有用なデータ取得を行うことができた。 
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